
　白鳥小学校では、キャリア教育として「白鳥キャリアスクールプロジェクト」のもと、さまざまな活動
をしています。「ひと・もの・ことと豊かに関わり合う活動」を通して、地域とのつながりを知り、温か
さに触れ、より良く生きる力と夢を育んでいます。

白鳥小学校 教育の広場

白鳥キャリアスクールプロジェクト

左官体験は難しいな

ボランティアさんと一緒に 佐屋高校のお兄さんと一緒に

みんなで考えた「文鳥パン」が完成したよ たくさん買ってもらえるよう、お店にポップを掲示してもらったよ

きれいに咲くかな 咲いた花を地域の方にプレゼントしたよ

「金魚もなか」を作ったよ

和菓子を作ったよ 消防士になりました

佐屋高校のお兄さん、お姉さんに文鳥の飼育や園芸について教えてもらいました

【原爆ドーム・戦時中の食事体験について】
　戦時中の食事を見た時、とても驚きました。その食事は、ご飯と野菜だけで、いつも私が食べている物とは全然違って
いたからです。私はいつも好きな物を好きなだけ食べさせてもらっているけれど、戦争中は食べ物がなく苦しかったことが
よく分かりました。自分がどれだけいつもぜいたくをしていて、幸せかということを改めて感じました。
　広島の街を見ると、ここに原爆が落とされたのか分からないくらいきれいで、人もたくさんいました。初めて見た原爆ド
ームでは、丈夫そうな建物があんなにも壊れているのを見て、原爆の恐ろしさをとても感じました。また、戦後に広島を
復興させた人々の思いの強さも感じました。
【平和記念資料館】
　資料館には、原爆で亡くなった方の遺品などがたくさんありました。その中の資料に「原爆当時の広島では『お宅ではど
なたが亡くなられましたか』と挨拶のように交わされ、『全員無事』と答えることがつらかった」とありました。全員無事だとい
うことは、すごく嬉しいことなのに、原爆で多くの人が亡くなったことを考えると、喜べずに苦しい思いをしていたのだと
思います。たくさんの命を奪い、物を奪い、人々を苦しめた原爆を、これから先絶対に使ってはいけないし、このような
戦争を繰り返してはいけないと思いました。
【まとめ】
　私が広島研修を通して学んだことは、戦争の悲惨さ、原爆の恐ろしさと、命を大切にす
るということです。戦争では、何もしていない子どもや多くの人々が亡くなったことを知り
ました。母親を失い苦しんでいる子どもの姿や、食べる物もなく亡くなった人の写真を見
て、このような戦争は二度と繰り返してはいけないと強く感じました。だから、これから
は、もっと戦争について学び、正しい知識を身に付けて、自分たちが大人になった時に、
学んだことを多くの人に伝えられるようにしていきたいです。そして、自分の命を大切に
して、今幸せに暮らせていることに感謝しながら生活をしていきたいと思いました。

戦争から学んだこと

修研島広

十四山中学校　近藤　千乃

【なぜアメリカは原爆を投下したのか】
　広島に行く前の僕は、「終戦のためだから、しかたがない」と少し思っていました。しかし、知識が深まると、僕の考えは
変わりました。投下した理由は、終戦のためでもあるかもしれませんが、国民を巻き込むのは違うと思ったし、実験のた
めという理由には、腹が立ちました。あんなにも非人道的なことが行われて、それが実験だったなどと、ヒロシマを見て
言えるのかと思いました。そして、アメリカ国民は、戦争相手である悪魔のような日本人を殺して戦争を終わらせるのだか
ら、みんな喜んだのだと思います。でも、本当は、悪魔ではなく同じ人間であり、決して喜ぶようなことではないはずで
す。真実を知らないということは、あまりに恐ろしいと思いました。
【ツァーリボンバ】
　僕は平和学習が終わったあと、好奇心から爆弾についていろいろと調べました。すると、今、世界には、広島に投下さ
れた原爆とは比べものにならない物がたくさんあることを知りました。その中でも最上位が「ツァーリボンバ」です。これは、
広島の原爆の約 3300倍の威力があります。いつまでもこんなものを作り続けていると、人類が地球を壊しかねないと思
いました。
【平和学習を通して感じたこと】
　実際に自分の目で見て、耳で聞き、口で味わうと、平和とは何か、核兵器が何をもた
らしたのか、それによってどれだけの人が苦しんだのか、「理解した」というのは失礼かも
しれませんが、学校で学ぶよりもより一層「分かった」気がしました。
　今回の学習で最も心に残った言葉があります。それは「地球が破滅しないように、核抑
止という概念にとらわれず、一刻も早く廃絶してほしい」というものです。この資料を見
た時、心の底から本当にその通りだと思いました。自分の国や国民を思って行動した結
果、地球を破壊して人類を滅ぼしてしまうこともあるからです。みんなが仲良くすべきと
は思いませんが、せめて先を見据えた行動をとるべきだと思います。そのために、自分
も含め、全員が考えて行動しなければなりません。

知ることの大切さ 十四山中学校　高木　春音
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